
　科研費の採択状況については、新たに下表の新規採択課題４件及び継続転入課題１件を受け入れることとなり、併せ
て172件（内新規採択48件）、218,375千円（間接経費を含む）となりました。

◆新規採択課題・転入課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
氏   名 講座等名 課　題　名 交付金額 氏   名 講座等名 課　題　名 交付金額

研究活動スタート支援（新規）
有冨　貴史 第１内科学 全身性エリテマトーデス (SLE) に対する

CAR-T 療法の治療応用に向けた基盤研究 1,560 轟　　泰幸 第１内科学 SLE に お け る T-bet+CD11c+B 細 胞
の免疫代謝を介した分化誘導機構の解明 1,560

馬場　一彦 整形外科学 CRPS 類似モデル動物の骨代謝動態
における TRPV1 の関与の検討 1,300 小田上公法 産業保健経営学 我が国における組織の健康風土・健

康文化に対する評価尺度の作成 1,560

若手研究（継続・転入）
永田　　旭 第２外科学 肺移植における第３群肺高血圧症の検討：

NCX の関与と新規治療標的としての可能性 2,495

令和３年度　厚生労働科学研究費補助金（代表課題）
　採択状況については、14件、97,887千円（間接経費を含む）の受入れとなりました。

（参考）令和２年度　採択件数：15件　金額：118,801千円
◆継続課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額 氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額

循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業
大和　　浩 健康開発科学 喫煙室の形態変更に伴う受動喫煙環境

の評価及び課題解決に資する研究 16,200 

地域医療基盤開発推進研究事業
村松　圭司 公衆衛生学 産科医師確保計画を踏まえた産科医

療の確保についての政策研究 6,500 松田　晋哉 公衆衛生学 地域医療構想を踏まえた在宅医療の
充実についての政策研究 6,500 

労働安全衛生総合研究事業
立石清一郎 両立支援科学 中小企業等における治療と仕事の両

立支援の取り組み促進のための研究 4,192 永田　智久 産業保健経営学 労働災害防止対策の推進と ESG 投資
の活用に資する調査研究 8,332 

立石清一郎 両立支援科学 医療機関における治療と仕事の両立
支援の推進に資する研究 9,992 

政策科学総合研究事業
松田　晋哉 公衆衛生学 急性期の入院患者に対する医療・看護の必要

性と職員配置等の指標の導入に向けた研究 9,200 

◆新規課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額 氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額

地域医療基盤開発推進研究事業
林田　賢史 医療情報部 医療の質および患者アウトカムの向上に資する、看護ニー

ズに基づく適切な看護サービス・マネジメント手法の開発 6,021 松田　晋哉 公衆衛生学 医療に関する報告制度の実効性向上
のための研究 2,910 

労働安全衛生総合研究事業
原　　邦夫 安全衛生マネジメ

ント学
職場における化学物質のリスクの認知と対処方法の分析を踏ま
えた自律的な化学物質管理支援の研修・評価デバイスの開発 2,080 

長寿科学政策研究事業
松田　晋哉 公衆衛生学 要介護高齢者等への医療ニーズを把

握する指標の開発研究 7,830 松田　晋哉 公衆衛生学 自立支援に資する介護等の類型化及びエ
ビデンスの体系的な整理に関する研究 6,800 

厚生労働科学特別研究事業
松田　晋哉 公衆衛生学 新型コロナウイルス感染症に対応する

各国の医療提供体制の国際比較研究 6,396 松田　晋哉 公衆衛生学 医療機関の外来機能の明確化・連携
に資する研究 4,934 

令和３年度　科学研究費助成事業（代表課題）（（独）日本学術振興会） 令和３年度　労災疾病臨床研究事業費補助金（代表課題）
　採択状況については、10件、114,137千円（間接経費を含む）の受入れとなりました。

（参考）令和２年度　採択件数：８件　金額： 87,839千円

◆継続課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額 氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額

呼吸器疾患関連研究分野 化学物質による健康障害研究分野
矢寺　和博 呼吸器内科学 架橋型アクリル酸系水溶性高分子化合物の粉体を取

り扱う労働者に発生した呼吸器疾患に関する研究 15,000 辻　　真弓 衛生学 溶接作業者の溶接ヒュームばく露（個人ばく露と生
体内ばく露）と健康影響の関係に関する疫学的研究 14,950 

治療と仕事の両立支援関連研究分野 メンタルヘルス研究分野
江口　　尚 産業精神保健学 事業場において治療と仕事の両立を支援する

ための配慮とその決定プロセスに関する研究 9,100 井上　彰臣 IR 推進センター ストレスチェックの集団分析結果に基づく職場環境改善
の促進を目的とした調査項目及びその活用方法論の開発 4,940 

◆新規課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額 氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額

業務上の負傷と基礎疾患の関係に関する研究分野 治療と仕事の両立支援分野
佐伯　　覚 リハビリテーショ

ン医学
変形性疾患を有する高齢労働者に発症し
た職業性腰痛の労災補償に関する研究 5,200 立石清一郎 両立支援科学 治療と仕事の両立支援に関する基盤

整備および拡充に資する研究 10,000 

産業保健関連研究分野 放射線影響研究分野
森　　晃爾 産業保健経営学 産業医制度に関する課題把握と産業医の育成お

よび質の向上による課題解決のための調査研究 14,950 欅田　尚樹　産業・地域看護学 放射線防護マネジメントシステムの
適用と課題解決に関する研究 15,000 

職場における熱中症予防対策関連研究分野 化学物質による健康障害研究分野
堀江　正知 産業保健管理学 屋内作業に適した職場における熱中

症予防方法等に関する研究 9,997 石田尾　徹 作業環境計測制御学 ベリリウム等の低濃度管理物質に対す
る有効な曝露防止対策に関する研究 15,000 

令和３年度　委託事業（代表課題）
（単位：千円）

氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額 氏   　名 講座等名 課　題　名 交付金額

◆日本医療研究開発機構（AMED)（継続）
片岡　雅晴 第２内科学 肺動脈性肺高血圧症の分子遺伝学的診断治療

ガイドラインに向けたエビデンス創出研究 12,896

◆日本医療研究開発機構（AMED)（新規）
片岡　雅晴 第２内科学 慢性血栓塞栓性肺高血圧症の分

子遺伝学的エビデンス創出研究 13,000 片岡　雅晴 第２内科学 肺静脈閉塞症 / 肺毛細血管腫症の
分子遺伝学的エビデンス創出研究 13,000

◆大学共同利用機関法人自然科学研究機構（国立天文台）（新規） ◆いのち支える自殺対策推進センター（新規）
樋口有理可 医科物理学 複数の小型望遠鏡を用いた太陽系小

天体の掩蔽観測研究とその普及促進 2,700 松田　晋哉 公衆衛生学 DPC データによる我が国の自
殺の現状に関する研究 3,180

◆名古屋市（新規） ◆横浜市（新規）
大和　　浩 健康開発科学 名古屋市屋外分煙施設研究委

託 990 松田　晋哉 公衆衛生学 医療・介護データの分析・共
同研究 4,000

（研究支援課）

News Flash　 ニュースフラッシュ

最近の出来事を紹介する

10月９日（土）、第39回産業医科大学学会総会をラマ
ツィーニ大ホールにおいて開催しました。令和３年度は第
47回産業医学推進研究会（産推研）九州地方会と共同で
シンポジウム、特別講演（web同時配信）を行い、一般演
題（ポスター発表）62題はweb展示とし、10月１日から
29日まで閲覧可能としました。

午前にポスター賞・学会長賞授賞式及び学会長賞受賞者
講演を行いました。若手優秀ポスター賞は、井上 航之祐 先
生（第２内科学）、倉岡 宏幸 先生（安全衛生マネジメン
ト学）、友永 泰介 先生（呼吸病態学）の３名、特別ポス
ター賞は岡田 亮 先生（人間情報科学）が受賞されました。
学会賞は、熊元 啓一郎 先生（第２病理学）、小杉 健二 先
生（整形外科学）、西田 千夏 先生（呼吸器内科学）、梶原 隆芳 先生（多摩さんぽの会）が受賞されました。

午後からは、学会・産推研共同開催シンポジウム「災害と産業保健～産業保健スタッフや産業医科大学が
できることは何か～」を開催しました。阿南 伴美 先生（センクサス産業医事務所）、井手 宏 先生（三井化
学株式会社 岩国大竹工場 健康管理室）、立石 清一郎 先生（本学 両立支援科学）にシンポジストとしてご登
壇いただきました。次に特別講演１（産推研主催）「健康支援に使えるナッジ」を、竹林 正樹 先生（青森県立
保健大学 公衆衛生研究室）にご講演いただき、最後に特別講演２（学会主催）「安川電機におけるDXの取り
組み」を津田 純嗣 様（株式会社安川電機 代表取締役 会長）にご講演いただきました。

今年度はコロナ禍の影響により、ラマツィーニ大ホールでの現地開催とオンライン配信を併用したハイブ
リッド開催といたしました。学会にご参加いただいた多くの皆様、学会企画・準備・運営に携わっていただ
いた関係者の皆様に心より感謝申し上げます。また昨年度に引き続き、共同開催していただいた産推研の皆
様にも大変お世話になりました。改めて御礼申し上げます。

(産業医科大学学会総務理事 遠藤 元誉)

第39回産業医科大学学会総会を開催10.9

令和３年度 外部評価委員会が９月29日（水）13時から
事務局本部第１会議室において開催されました。 

当日は、オンライン参加も含め、外部評価委員５名にご
出席いただき、二つの議題について、ご審議をいただきま
した。

まず、議題１「学校法人産業医科大学第３次中期目標・
中期計画５年終了時の評価」について、外部評価委員から
の評価をいただき、次に現在までの中期目標の進捗状況を
踏まえたうえで、議題２「学校法人産業医科大学第４次中
期目標・中期計画（令和４年度～令和９年度）（案）」に
ついて、ご意見をいただきました。

(総　務　課)

令和３年度 外部評価委員会を開催9.29
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